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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第２四半期連結
累計期間

第46期
第２四半期連結
累計期間

第45期
第２四半期連結
会計期間

第46期
第２四半期連結
会計期間

第45期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 16,704,13416,296,9138,605,2798,309,89433,739,747

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△62,978 389,978△72,103 243,884 278,779

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
△96,165 200,602△72,653 136,231 87,631

純資産額（千円） － － 7,814,1657,995,6667,816,734

総資産額（千円） － － 16,615,35515,964,32615,638,269

１株当たり純資産額（円） － － 1,025.701,049.641,026.03

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

△12.52 26.33 △9.46 17.88 11.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 47.0 50.1 50.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
429,7491,406,049 － － 511,896

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△257,529△181,853 － － △343,307

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
98,271△789,525 － － △89,128

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,656,0331,887,7011,445,783

従業員数（人） － － 710 701 692

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要

な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 701 [854] 

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、[ ]内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 642  [457]

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、[ ]内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を製品別に示すと、次のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）　

玉子焼類（千円） 2,085,067 99.0

味付かんぴょう・しいたけ類（千円） 464,483  83.8

蒲鉾類（千円） 416,896  92.4

その他（千円） 368,531  100.0

合計（千円） 3,334,978  95.8

　（注）１．金額は、販売価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）製品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の仕入実績を製品別に示すと、次のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

玉子焼類（千円） 333,750 82.7

味付かんぴょう・しいたけ類（千円） 61,992 81.8

蒲鉾類（千円） 6,150 41.1

自社企画ブランド品（千円） 1,512,583 94.8

その他（千円） 106,722 147.2

合計（千円） 2,021,198 93.4

　（注）１．金額は仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の仕入実績を商品別に示すと、次のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

常温食品（千円） 505,972 91.4

冷凍・冷蔵食品（千円） 1,491,476 90.9

その他（千円） 4,014 74.9

合計（千円） 2,001,464 91.0

　（注）１．金額は仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4）受注状況

　当社グループは、見込生産を行っているため、該当事項はありません。

(5）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を製商品別に示すと、次のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

玉子焼類（千円） 2,525,832 97.5

味付かんぴょう・しいたけ類（千円） 576,696 106.2

蒲鉾類（千円） 423,820 88.9

自社企画ブランド品（千円） 1,920,028 100.6

その他（千円） 507,037 104.7

製品計（千円） 5,953,415 99.2

常温食品（千円） 607,741 90.2

冷凍・冷蔵食品（千円） 1,743,149 90.7

その他（千円） 5,588 79.9

商品計（千円） 2,356,479 90.6

合計（千円） 8,309,894 96.6

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は、当該割合が10％に満たないため記載を省略しております。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出や個人消費に持ち直しの動きがみられるものの、雇用情勢

の悪化や企業収益の減少が続いており、景気は依然として先行き不透明な状況で推移しております。

　食品業界におきましても、景気の低迷に伴い、消費者の低価格志向が一段と強まってくる一方で、食の安全性に対す

る要求も重なり、各社の販売・価格競争が一段と激しさを増す厳しい状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、当連結会計年度よりスタートした第八次中期経営計画に基づき、「自社ブラ

ンド品の拡充」「営業基盤の拡充」「社内サプライ・チェーン・マネジメントの確立」「コストダウンの推進」

「あじかんブランド品質の向上」などの重点課題に取り組んでおります。その結果、当第２四半期連結会計期間の売

上高は新製品の投入などにより、自社製品については、味付品や自社企画ブランド品を中心に拡販できたものの、景

気の悪化に伴う販売・価格競争の激化や需要の後退の影響で、魚肉すり身製品や冷凍・冷蔵食品を中心とした仕入

商品の売上が前年同期を下回り、売上高全体では8,309百万円（前年同期比3.4％減少）となりました。

　一方、損益面につきましては、前連結会計年度で大きなコスト増をもたらした鶏卵価格や魚肉すり身価格の高騰、原

油価格の高騰などによる影響が、需給の関係で若干緩和されてきていることや歩留まりの向上による生産ロスの低

減、製造経費・販売管理費面でのコスト抑制を行った結果、営業利益は333百万円（前年同期は営業損失20百万円）

となりました。これに、円高の影響によるデリバティブ時価評価損などを加えた経常利益は243百万円（前年同期は

経常損失72百万円）となり、四半期純利益は136百万円（前年同期は四半期純損失72百万円）となりました。

　

(2）財政状態の分析

（資産）

　　流動資産は、前連結会計年度末に比べ402百万円増加し8,177百万円となりました。主な増減要因は、現金及び預金の

増加441百万円、受取手形及び売掛金の増加62百万円、商品及び製品の減少136百万円などであります。固定資産は、

前連結会計年度末に比べ76百万円減少し7,787百万円となりました。これは、投資有価証券の時価評価などによる増

加要因もありましたが、減価償却の進行を上回る規模での投資を抑制したことによります。

（負債）

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ147百万円増加し7,968百万円となりました。流動負債は、前連結会計年度末

に比べ385百万円増加し、6,577百万円となりました。主な増減要因は、原材料の調達などに伴う支払手形及び買掛金

の増加350百万円、賞与引当金の増加103百万円、短期借入金の返済による減少400百万円などであります。固定負債

は、前連結会計年度末に比べ238百万円減少し1,390百万円となりました。主な減少要因は、長期借入金の約定返済に

よる減少165百万円、リース債務の減少59百万円などであります。

　なお、当第２四半期連結会計期間末の借入金残高は、前連結会計年度末に比べ565百万円減少し2,960百万円となっ

ております。

（純資産）

　　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ178百万円増加し7,995百万円となりました。主な増加要因は、四半期純利益

の計上200百万円及び評価・換算差額等の増加70百万円であります。一方減少要因は、配当金の支払による減少91百

万円などであります。

　　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.1ポイント上昇し、50.1％となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,887百万円となり、前四

半期連結会計期間末に比べ219百万円の増加となりました。なお、当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ

・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　　営業活動の結果、得られた資金は、541百万円（前年同期は32百万円の獲得）となりました。これは税金等調整前四

半期純利益238百万円に加え、原材料の調達に伴う仕入債務の増加228百万円や減価償却費156百万円などが主な増

加要因となったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　投資活動の結果、使用した資金は、114百万円（前年同期比23.4％増加）となりました。これは主に、生産設備の増

強投資やメンテナンス投資、投資有価証券の取得などによるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　財務活動の結果、使用した資金は、204百万円（前年同期は464百万円の獲得）となりました。これは主に、短期借入

金の返済100百万円や長期借入金の約定返済35百万円、リース債務の返済54百万円などによるものであります。　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、92百万円であります。　

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し　

　当第２四半期連結会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成21年９月30日)

提出日現在発行数
（株）

(平成21年11月10日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,700,000  同左
東京証券取引所市場第二部

大阪証券取引所市場第二部

単元株式数

500株　

計 7,700,000  同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日　
－ 7,700,000－ 1,102,250－ 1,098,990

（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱足利興産 広島市中区白島北町３番14号 1,000 12.99

足利　政春　 広島市東区 887 11.51

あじかん三栄持株会 広島市西区商工センター七丁目３番９号 648 8.42

㈱広島銀行　 広島市中区紙屋町一丁目３番８号 363 4.71

あじかん株式持株会　 広島市西区商工センター七丁目３番９号 351 4.56

㈱山口銀行 山口県下関市竹崎町四丁目２番36号 214 2.78

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行　 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号　 192 2.50

㈱ベストローンカトー　 香川県観音寺市坂本町五丁目17番17号　 183 2.37

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内二丁目１番１号 158 2.05

西川ゴム工業㈱　 広島市西区三篠町二丁目２番８号　 150 1.94

計 － 4,148 53.87
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式数 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 82,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,584,500 15,169 －

単元未満株式 普通株式　　 33,500 － －

発行済株式総数  　　　 　7,700,000 － －

総株主の議決権 － 15,169 －

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

㈱あじかん
広島市西区商工セン

ター七丁目３番９号
82,000 － 82,000 1.06

計 － 82,000 － 82,000 1.06

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 800 780 800 904 850 791

最低（円） 707 710 731 790 782 740

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第二部）におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（1）役職の異動

新役名 新職名 旧役名　　 旧職名　 氏名 異動年月日

取締役　　　 社長室長　　　 取締役　　　
業務推進本部長

兼　社長室長　
江角知厚　　　　　 平成21年７月１日　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法

人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,897,701 1,455,783

受取手形及び売掛金 3,850,005 3,787,257

商品及び製品 1,436,860 1,573,173

仕掛品 7,198 5,012

原材料及び貯蔵品 678,879 728,183

繰延税金資産 175,553 135,060

その他 162,549 118,521

貸倒引当金 △31,547 △28,533

流動資産合計 8,177,202 7,774,460

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,681,126 1,752,973

機械装置及び運搬具（純額） 950,643 947,413

土地 2,957,295 2,957,295

リース資産（純額） 22,806 14,072

その他（純額） 214,587 227,056

有形固定資産合計 ※1
 5,826,458

※1
 5,898,811

無形固定資産

リース資産 29,581 25,625

ソフトウエア 460,414 542,972

ソフトウエア仮勘定 5,170 2,958

その他 29,745 39,133

無形固定資産合計 524,912 610,690

投資その他の資産

投資有価証券 510,296 427,027

繰延税金資産 107,018 133,415

その他 890,333 853,133

貸倒引当金 △71,894 △59,270

投資その他の資産合計 1,435,753 1,354,307

固定資産合計 7,787,124 7,863,809

資産合計 15,964,326 15,638,269
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,631,263 2,280,448

短期借入金 2,230,000 2,630,000

未払法人税等 227,964 115,915

賞与引当金 332,000 229,000

役員賞与引当金 8,423 11,409

リース債務 197,433 210,089

その他 950,873 715,635

流動負債合計 6,577,958 6,192,498

固定負債

長期借入金 730,000 895,000

退職給付引当金 164,504 185,410

役員退職慰労引当金 268,798 261,678

リース債務 227,399 286,947

固定負債合計 1,390,702 1,629,036

負債合計 7,968,660 7,821,534

純資産の部

株主資本

資本金 1,102,250 1,102,250

資本剰余金 1,098,990 1,098,990

利益剰余金 5,871,084 5,761,902

自己株式 △59,271 △58,582

株主資本合計 8,013,052 7,904,560

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,948 △12,561

繰延ヘッジ損益 △1,174 △4,762

為替換算調整勘定 △27,160 △70,502

評価・換算差額等合計 △17,386 △87,825

純資産合計 7,995,666 7,816,734

負債純資産合計 15,964,326 15,638,269
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 16,704,134 16,296,913

売上原価 13,114,178 12,199,514

売上総利益 3,589,955 4,097,398

販売費及び一般管理費 ※1
 3,643,228

※1
 3,582,661

営業利益又は営業損失（△） △53,272 514,737

営業外収益

受取利息 2,277 631

受取配当金 6,405 3,503

通貨スワップ評価益 29,229 －

持分法による投資利益 － 12,588

その他 13,507 10,605

営業外収益合計 51,420 27,328

営業外費用

支払利息 28,071 26,914

為替差損 21,439 24,262

通貨スワップ評価損 － 63,076

長期為替予約評価損 － 36,743

持分法による投資損失 11,286 －

その他 329 1,089

営業外費用合計 61,125 152,087

経常利益又は経常損失（△） △62,978 389,978

特別利益

投資有価証券売却益 4,020 －

受取補償金 ※2
 －

※2
 33,368

特別利益合計 4,020 33,368

特別損失

固定資産除却損 1,397 1,657

投資有価証券評価損 4,949 －

たな卸資産評価損 33,621 －

災害による損失 ※3
 －

※3
 37,379

特別損失合計 39,968 39,037

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△98,926 384,309

法人税、住民税及び事業税 53,853 216,140

法人税等調整額 △56,615 △32,432

法人税等合計 △2,761 183,707

四半期純利益又は四半期純損失（△） △96,165 200,602
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 8,605,279 8,309,894

売上原価 6,774,033 6,158,019

売上総利益 1,831,245 2,151,875

販売費及び一般管理費 ※1
 1,851,985

※1
 1,818,189

営業利益又は営業損失（△） △20,739 333,685

営業外収益

受取利息 1,711 162

受取配当金 29 32

持分法による投資利益 － 9,327

その他 5,063 2,975

営業外収益合計 6,804 12,497

営業外費用

支払利息 14,439 14,025

為替差損 6,798 13,289

通貨スワップ評価損 30,010 43,189

長期為替予約評価損 － 30,784

持分法による投資損失 6,612 －

その他 307 1,010

営業外費用合計 58,168 102,299

経常利益又は経常損失（△） △72,103 243,884

特別利益

投資有価証券売却益 671 －

受取補償金 ※2
 －

※2
 33,368

特別利益合計 671 33,368

特別損失

固定資産除却損 1,248 1,080

投資有価証券評価損 4,949 －

災害による損失 ※3
 －

※3
 37,379

特別損失合計 6,198 38,460

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△77,630 238,791

法人税、住民税及び事業税 △39,368 59,114

法人税等調整額 34,391 43,446

法人税等合計 △4,977 102,560

四半期純利益又は四半期純損失（△） △72,653 136,231
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△98,926 384,309

減価償却費 307,255 309,309

賞与引当金の増減額（△は減少） 107,000 103,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,507 △2,986

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,212 7,119

退職給付引当金の増減額（△は減少） △22,942 △20,905

貸倒引当金の増減額（△は減少） 17,568 15,637

持分法による投資損益（△は益） 11,286 △12,588

受取利息及び受取配当金 △8,682 △4,135

支払利息 28,071 26,914

投資有価証券売却損益（△は益） △4,020 －

通貨スワップ評価損益（△は益） △29,229 63,076

有形固定資産除却損 1,397 1,657

投資有価証券評価損益（△は益） 4,949 －

売上債権の増減額（△は増加） △11,345 △74,001

たな卸資産の増減額（△は増加） △571,799 190,806

仕入債務の増減額（△は減少） 865,932 349,357

未収入金の増減額（△は増加） △2,956 △10,244

未払金の増減額（△は減少） △25,934 45,005

未払消費税等の増減額（△は減少） △64,822 59,934

その他 △80,040 80,788

小計 423,463 1,512,055

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 6,286 △106,005

営業活動によるキャッシュ・フロー 429,749 1,406,049

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △4,165 △43,814

投資有価証券の売却による収入 10,385 －

有形固定資産の取得による支出 △264,786 △132,656

有形固定資産の売却による収入 5,462 228

利息及び配当金の受取額 8,668 4,120

その他 △13,094 △9,732

投資活動によるキャッシュ・フロー △257,529 △181,853

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 500,000 △400,000

長期借入金の返済による支出 △135,000 △165,000

利息の支払額 △29,890 △24,313

リース債務の返済による支出 △94,891 △108,949

自己株式の取得による支出 △49,745 △689

配当金の支払額 △92,200 △90,573

財務活動によるキャッシュ・フロー 98,271 △789,525

現金及び現金同等物に係る換算差額 59 7,247

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 270,551 441,918

現金及び現金同等物の期首残高 1,385,481 1,445,783

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,656,033

※
 1,887,701
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　該当事項はありません。　
　
【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

固定資産の減価償却費の算定方法

　

　

繰延税金資産及び繰延税金負債の

算定方法　

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定する方法によっております。

　

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環

境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連

結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用

する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）　

　該当事項はありません。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額　 ※１．有形固定資産の減価償却累計額　

8,863,057千円 8,698,266千円

　２．偶発債務

　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に対

して次のとおり債務保証を行っております。

　２．偶発債務

　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に対

して次のとおり債務保証を行っております。

　愛康食品（青島）有限公司       65,781千円

　合計 65,781

　愛康食品（青島）有限公司       71,424千円

　合計 71,424

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。　

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。　

給料手当     853,186千円

賞与引当金繰入額 210,000

役員賞与引当金繰入額 7,572

退職給付費用 68,930

役員退職慰労引当金繰入額 7,032

貸倒引当金繰入額 38,586

荷造運賃 876,242

給料手当     795,466千円

賞与引当金繰入額 217,000

役員賞与引当金繰入額 7,454

退職給付費用 71,495

役員退職慰労引当金繰入額 7,119

貸倒引当金繰入額 17,786

荷造運賃 838,406

※２．　　　　　　　　―――――　

　

※２．受取補償金　　

　子会社である山東安吉丸有限公司において、青州市

の道路拡張等のため建物等を取り壊し、市等より補

償金を受領しております。受領金額より、固定資産除

却損等を控除した金額を特別利益として計上してお

ります。　

※３．　　　　　　　　―――――　

　

※３．災害による損失　

　当社静岡工場における地震被害による建物、機械装

置等の修復費用を特別損失として計上しておりま

す。　

EDINET提出書類

株式会社あじかん(E00480)

四半期報告書

18/25



前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。　

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。　

給料手当   426,531千円

賞与引当金繰入額 78,000

役員賞与引当金繰入額 4,232

退職給付費用 37,176

役員退職慰労引当金繰入額 4,652

貸倒引当金繰入額 28,993

荷造運賃 444,186

給料手当     395,085千円

賞与引当金繰入額 103,335

役員賞与引当金繰入額 4,930

退職給付費用 38,644

役員退職慰労引当金繰入額 3,852

貸倒引当金繰入額 9,623

荷造運賃 431,869

※２．　　　　　　　　―――――　

　

※２．受取補償金　　

　子会社である山東安吉丸有限公司において、青州市

の道路拡張等のため建物等を取り壊し、市等より補

償金を受領しております。受領金額より、固定資産除

却損等を控除した金額を特別利益として計上してお

ります。　

※３．　　　　　　　　―――――　

　

※３．災害による損失　

　当社静岡工場における地震被害による建物、機械装

置等の修復費用を特別損失として計上しておりま

す。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成20年９月30日現在）　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）　

現金及び預金勘定   1,666,033千円

預金期間が３ヵ月を超える定期預

金
△10,000

現金及び現金同等物 1,656,033

現金及び預金勘定   1,897,701千円

預金期間が３ヵ月を超える定期預

金
△10,000

現金及び現金同等物 1,887,701

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式  7,700,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式  82,484株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　　配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 91,420 12.00 平成21年３月31日 平成21年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）　

　当社企業集団は、食料品の製造及び販売を主な事業としており、一セグメントの売上高及び営業利益の金額が

いずれも合計額の90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）　

　当社企業集団は、食料品の製造及び販売を主な事業としており、一セグメントの売上高及び営業利益の金額が

いずれも合計額の90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別

セグメント情報の記載を省略しております。

　前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別

セグメント情報の記載を省略しております。

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）　

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。

　前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）　

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありませ

ん。　

　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありませ

ん。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,049.64円 １株当たり純資産額 1,026.03円

　（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

 純資産の部の合計額（千円） 7,995,666 7,816,734

 純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額

（千円）
7,995,666 7,816,734

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期

末（期末）の普通株式の数（株）
7,617,516 7,618,416

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 12.52円 １株当たり四半期純利益金額　　 26.33円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △96,165 200,602

普通株主に帰属しない金額（千円） 　－ － 

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△96,165 200,602

期中平均株式数（株） 7,683,967 7,617,781
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 9.46円 １株当たり四半期純利益金額 17.88円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △72,653 136,231

普通株主に帰属しない金額（千円） 　－  －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△72,653 136,231

期中平均株式数（株） 7,678,736 7,617,566

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

株式会社あじかん

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 友田　民義　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 谷　  宏子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あじかんの

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あじかん及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）1．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月10日

株式会社あじかん

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐上　芳春　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 谷　  宏子　　印　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 千々松　英樹  印　

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あじかんの

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あじかん及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）1．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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